
 

（平成 29年 4月試験研究業務月報）    

 

 

 

ブロイラー協議会研修会で籾米研究成果を報告 

                                             

 

 4月 26日に京都市内で京都府ブロイラー協議会第 33回通常総会及び研 

修会が開催され、京都府内の主要なブロイラー生産者、食鳥処理場、飼料メ

ーカーが揃う中、当センターから「籾米をブロイラーに給与した場合の効果

と現場で利用する際の課題」について、報告しました。 

  籾米 60％配合飼料をブロイラーに給与すると、カンピロバクターの定着抑

制効果や飼料利用性が向上するとの内容に、参加者からは「籾米の優れた給

与効果を初めて知った」と、関心の声が寄せられました。また、各々の立場

から「籾米」の利用についての考えや課題について活発な意見交換が行われ、

籾米の保管が最大の課題であるとの共通認識を持つことができました。 

今後も、本成果を府内の養鶏関係者に伝え、成果普及に向けた活動をして

いきます。 
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情 報 

当センター職員による籾米研究成果の報告 


